
高島平のまちづくり区民講座

第   回3

講師：飯塚 裕介さん

大東文化大学 社会学部・環境創造学部 講師
プロフィール：
建築計画や都市防災の専門家として、防災教育の日常化を可能とす
る防災ゲームの開発、災害時の高齢者や外国人の避難誘導を円滑化
するユニバーサルデザイン技術の開発、都市活動の時空間変化の分
析等の研究を行う。UDCTak のディレクターも務める。

●主催：アーバンデザインセンター高島平
【事務局】
〒173-8501東京都板橋区板橋二丁目66 番１号
都市整備部 高島平グランドデザイン担当課
（本庁舎北館5階⑬番窓口）
電話番号：03-3579-2183
FAX番号：03-3579-5437
E -ma i l：info@udctak.jp

高島平アーバンデザインスクール2018

●受講料　：無料
●申し込み：申込先着30名まで
メール又は電話で「アーバンデザイン
スクール 2018 申込」として、お名前
と連絡先を添えてお申込みください。
E-mail:  info@udctak.jp
電　話 :  03-3579-2183

災害に強い安全・安心なまちづくりは、高島平の重要なテー
マです。「実際に災害が起きたとき、どうふるまうべきか。
自分には何ができるか。」一人でも多くの方が、知識や判
断力を高めることが、まちの防災力の向上につながります。
ＵＤＣＴａｋでは、防災ゲームを通じて、災害に対する知
識や災害時における判断力を養い、地域防災力の向上を目
指すプロジェクトを進めています。
今回のスクールは、本プロジェクトを率いる大東文化大学
の飯塚裕介先生を講師に、プロジェクトの背景や狙いにつ
いてレクチャーしていただいたうえで、独自に開発してき
た二つのゲームを、実際に体験してみます。地域防災は一
人一人の意識から。お気軽にご参加ください。

場所：高島平一丁目集会所 洋室

日時： 月 日２ 16
10:00 ～ 12:00

（土）

（都営三田線 西台駅東口 徒歩10分）
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大東文化大学 社会学部・環境創造学部 講師

建築計画や都市防災の専門家として、防災教育の日常化を可能とす
る防災ゲームの開発、災害時の高齢者や外国人の避難誘導を円滑化
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本ゲームは，高島平地域ならではの地域課題を見据えた新たな防災ゲームとして開発しているものです。ゲー

ムを通して，この地域では災害時の安否確認が大きな課題であることや，安否確認時には住民同士の横の連携

が重要であること，住民コミュニティの醸成や災害時要援護者リストの作成といった日頃からの対策も重要で

あることなど多様な気付きを与えることが意図されています。

【問合先】　大東文化大学環境創造学部　飯塚裕介

　　　　　電　話：０３－５３９９－７３５６（学部事務室）

　　　　　  H　P： https://meshitsukalab.blogspot.jp/

　　　　　メール：meshitsuka@ic.daito.ac.jp

このゲームは集合住宅の住民たちを主人公としたボードゲームです。

他のプレイヤーと声を掛け合いながら建物内を動き回り，

ケガなどで助けが必要になった災害時要援護者を発見しましょう。

制限時間内にすべての災害時要援護者を発見して，

集合場所である建物の入口まで戻ってこられれば成功です。

高島平発！ 防災ゲーム開発プロジェクト
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災害時要援護者リスト事前に作成された災害時要援護者の
リスト。このリストに出ていない人
が災害時要援護者になることもある。
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定員30名！

受講生募集中
どなたでも無料で
ご参加いただけます。
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